
培土と肥料がカンノンテクRhapis excelsa

(Thunb.) Henryの生育に及ぼす影響

石畑清武･川畑久雄

緒 ⊂:コ

カンノンテクは暖地では屋外での生育が極めてよく,樹観は観賞植物として高●く評価され

ている｡近年我国のみでなく諸外国でも大量に需要が増加し,生産増加が望まれ,生産方法

の改善が要望されてきた｡旧来,カンノンチク栽培には夫々の人の特技的方法が行われてい

るため,普偏的技術の確立はなく,特に培土と施肥に関する報告は少い1,3,4,5,7)
Ll

本研究は,好適な培土と施肥を明らかにするために行われたものである｡

本研究を行うに当り栽培管理に御協力いたゞいた指宿植物試験職員に感謝の意を表する｡

材料および方法

供試材料は指宿植物試験場産5年生株の地下茎より発生した1本立苗を用い, 1970年6月

より1972年6月に亘り試験を行った｡植物は無加温100m2ビニール-ウス内の網棚の板敷き

に置き　7-10月は610♯黒寒冷紗で遮光した｡植物は素焼5号鉢に1本づつ植え,各処理

区20本宛1区とした｡潅水は頭上法により行った｡また期間中の-ウス内の気温,湿度及び

屋外日照時間は第1表に示される｡

(1)培土

川の粗砂,ピタソイル(興人株式会社製),コンソイル(三光化学製土壌改良剤)および

海岸砂に混入する大豆大の砂利を用い次の処理区を設けた｡

砂区,砂利区,砂･壌土区(混合比1: 1),砂･ピタソイル　8: 2),壌土･コンソイ

ル(200倍液1鉢500cc濯注),シラス･コンソイル(200倍液1鉢500cc)｡コンソイル稀釈液

は鉢植え後濯水を兼ねて濯注した｡肥料は油粕5gra, CDU-50を1鉢に1回当り5gmづ

つ施用した｡

(2)施肥

菜種油粕,乾燥鶏糞,骨粉,大豆粕,塩化加里および熔燐を用いて9処理区を設け,培地

はすべて川砂を用いた｡

植付おまび施肥

鉢底に排水用小砂利約2cmを入れ,鉢8分目の深さに植えつけた｡施肥は鉢用土上に2ヶ
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第1表　ビニール-ウス内平均気温,湿度および屋外日照時間

午 月

気 温 湿 度 屋 外

日 照 時 間平 均 最 高 ,m k 平 均 最 高 最 低

197 0 6 2 6 .6 1 ℃ 33 .7 7 ℃ 19 .4 5℃ 72 .9 3 % 9 8 .4 4 % 4 7 .2 2 % 1 5 7 .5

7 3 1 .0 7 3 7 .3 1 2 4 .8 4 7 5 . 1 5 9 7 . 1 2 5 3 . 1 8 2 7 0 .0

8 3 1 .3 2 3 8 .8 1 2 3 .8 3 7 4 .2 2 9 8 .7 4 4 9 .7 2 6 2 . 1

9 2 7 . 2 5 3 4 . 1 2 0 .4 7 3 .3 8 9 9 .2 3 4 7 .5 4 2 5 2 .3

1 0 2 1 .6 1 2 7 .2 4 1 5 .9 9 7 6 .9 9 8 .1 8 5 5 .6 3 2 2 5 .0

l l 1 8 .9 5 2 4 .3 1 3 .6 7 Q Q Q/ 0 .0 0 9 9 .0 7 5 8 .7 2 1 4 .9

1 2 l l .0 7 1 8 . 1 2 4 .0 2 7 6 .8 7 1 0 0 5 3 .7 5 1 5 9 .9

1 9 7 1 1 1 0 .7 2 1 9 .0 2 .4 5 7 5 .2 9 8 .5 8 5 1 .8 3 1 9 7 . 1

2 1 0 .0 2 1 9 . l l 1 .0 4 7 2 .7 9 9 .0 8 4 6 .3 3 1 7 0 .2

3 1 5 .4 8 2 4 .7 6 6 .2 1 7 3 .0 5 9 9 .7 8 4 6 .3 2 2 6 8 .8

4 2 0 . 1 5 2 9 .4 7 1 0 .8 4 7 4 .2 5 9 9 .7 9 4 8 .7 2 2 6 0 .7

5 2 2 . 7 4 3 1 .3 5 1 4 . 14 7 1 .9 5 9 9 .7 9 4 4 .1 2 2 9 1 .3

6 2 3 . 7 6 3 0 . 3 4 1 7 . 19 7 7 .9 5 9 9 .9 5 6 1 8 2 .1

7 2 8 .0 4 3 3 .4 3 2 2 .6 6 7 7 .5 2 9 3 .0 9 6 1 .9 5 3 1 2 .6

8 2 8 .4 9 3 3 .6 5 2 3 .3 4 7 7 .1 7 9 9 .5 1 5 4 .8 3 2 5 9 .7

9 2 6 . 3 3 1 .7 4 2 0 .8 6 7 6 .7 7 9 8 .6 2 5 4 ㌔ 2 2 6 8 .0

1 0 1 9 . 8 6 2 4 .9 6 1 4 .7 7 7 2 .8 8 9 7 .2 9 4 8 .4 8 2 1 3 .3

l l 1 7 .0 3 2 5 .0 1 9 .0 6 7 1 .5 1 0 0 4 3 .0 1 2 0 6 .9

1 2 1 4 .8 1 2 1 .5 8 8 .0 4 7 9 .2 1 0 0 5 8 .4 1 5 8 .1

1 9 7 2 1 1 3 .9 1 2 0 .8 3 6 .9 9 7 8 .0 2 1 0 0 5 6 .0 5 1 7 0 .8

2 1 4 . 1 9 2 0 .5 5 7 .8 3 8 0 .2 4 9 9 . 8 6 0 .6 8 1 3 3 .8

3 1 6 . 1 8 2 3 .7 1 8 .6 5 7 6 .8 5 9 9 . 9 4 5 3 .7 7 2 3 4 .1

4 2 1 . 2 3 2 9 .7 4 1 2 .7 3 8 1 .4 5 9 6 . 5 4 6 6 . 3 6 1 0 3 .9

5 2 4 .0 7 3 2 .6 6 1 5 .4 8 7 8 .9 6 9 6 . 1 2 6 1 .8 1 2 2 8 .2

6 2 5 .2 7 3 1 .5 6 1 8 .9 8 8 1 .2 1 9 6 .4 3 6 6 2 1 3 .9

所置肥とし, 4月, 9月に行い初年度のみは6月1回施肥した｡施用量は第2表の通り行っ

た｡地下茎により増殖した笥Rametは,本葉2枚展開した個体を増殖個体数とした｡

生育状態の区分は,葉柄が短く,着乗数の多いもので濃緑色を帯び,株全体がしまったも

のを｢上｣とし葉,幹の状態により中,下を区分した｡

結果および考察

培土

第2表によれば, 2年間の幹伸長は砂･壌土区が最大で9.93c〝ち砂利区は最も生長が遅く

前者のほゞ%の3.22cmしか伸びず,これは保水性が低く,肥料の流亡によるものと考えられ

る｡砂･ピタソイルと壌土およびシラス･コンソイル使用は大体同じ程度の主幹伸長を示し

たが,増笥数は壌土･コンソイル区が最多の2.3本増殖した｡シラス･コンソイル区がこ

れにつぎ,砂単用は非常に少く1.1本,砂利区は最少の0.45本の増殖にすぎなかった｡
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シラス土壌では乾燥期は含水量が少く,堅くしまり,植物の生育は極めて悪く,降雨時に

は過剰の含水と排水不良から農耕には未利用であるが,コンソイルを混用することにより幹

伸長,増笥共によく,従って均整のとれた樹姿となり,砂･壌土区と共に75%が観賞価値の

高い生育を示し利用効果が十分に考えられた｡

壌土･コンソイル,シラス･コンソイル区は肥効が施用後約6ヶ月間認められるのに比べ,

砂利区は施用後2ヶ月で施肥残跡がなく,植物は黄緑色に変り,肥料要素欠之症状があらわ

れた｡砂区も生育,樹婆均整共に前二者に劣り,葉先が黄白色の要素欠乏症が多く発生した｡

瀬川4)は排水のよい重い土壌を理想としており,本研究でも壌土･コンソイル,壌土･砂,

およびシラス･コンソイルに勝れた結果が認められた｡

肥料と生長

2年後の幹長は油粕区が平均17.05 cmで最大, 2年目の年間伸長は油粕20gm　骨粉20gm

区についで伸長した.対照区は11.9cmしか伸びず,年間伸長はわずかに1.88cmに終った｡

増笥Rametsは幹長生育最高の油粕区が2.1本増殖してもっとも多く,油粕･塩化加里･熔

成燐肥がこれにつぎ対照区は0.6本と最少であった｡

対照区は1年目0.65本から2年目0.6本と減少し,葉数も年数の経過と共に減少し生育極

めて不良となった｡

増笥Ramets l本当りの肥料三要素量を施肥量から比較すると第3表のとおりで,油粕施
1

I

第3表　カンノンチタの要素別施用量

肥 料 窯 素 燐 酸 加 里

菜 種 油 粕 2 .0 4 (0 .9 7 1 ) 0 .88 (0 .4 19 ) 0 .6 (0 .28 5 )

鶏 糞 1 .8 6 1 .6 17
ー｣

1 .24 (1 .0 78 ) 0 .5 2 0 .4 52

油 ■粕 ●鶏 糞 1 .6 0 ( 1 .14 2 ) 1 .06 (0 .75 7 ) 0 .5 6 (0 .4 0

骨 粉 1 .6 9 ( 1 .690 8 .68 8 .68

油 粕 ●骨 粉 1 .9 0 ( 1 .0 8 5 ) 4 .78 (2 .73 1 ) 0 .3 (0 .17 1 )

油 -粕 ●骨 粉 ●骨 粉 1 .7 9 ( 1 .0 5 2 ) 5 .7 55 3 .38 5 ) 0 .2 25 (0 .132 )

油粕 ●塩 加 ●熔 燐 1 .0 2 (0 .523 2 .44 (1 .25 1 ) 6 .3 (3 .2 3

対 照 区 (無 肥 料 )

大 豆 粕 2 .9 6 ( 1 .79 3 0 .6 (0 .3 13 ) 0 .88 (0 .5 33 )

(　)笥1本当りの換算量

用区が比較的少い施用量で増加しており,油粕･鶏糞区,大豆粕区がこれについでいる｡

ヤシ科植物肥料には油粕･骨粉の効果2,3,4)が認められており,これにほぼ似た傾向を示した｡

骨粉単用区の増笥Rametsは対照区の0.6本を基準にすると2年間に0.4本増殖し,幹長

は9.97cm伸び,油粕区のそれよりわずかに劣るが,増笥Rametsより幹の伸長に影響が大き
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いものと推論された｡

樹姿均整上から生育状態を区分すると,大豆粕区および油粕･骨粉区が最も効果が大きい｡

燐酸施用成分量の多い油粕･骨粉区,油粕･骨粉･骨粉区は増筒より幹長伸長への影響が認

められるようである｡従ってMottォのヤシ科植物鉢栽培施肥に関する三要素20-20-20液

肥稀釈液の施用効果とは異なった結果となった｡

骨粉単用区は全体的に濃緑色を呈し,作物の加里欠亡症にみられる葉色の暗緑化の徴候が

みられたが,菓縁の枯れこみ現象6)は認められなかった｡

摘 辛

培土および肥料がカンノンテクの生育に及ぼす効果に関する研究を行い次の結果が得られ

た｡

1.伸長生育は壌土･砂(1 : 1)混用がもっとも効果大きく,砂利はこれに比べて%の

伸長に終った｡

2.増筒は壌土にコンソイル200倍液1鉢500cc濯注区が2年間に平均2.3本増殖し最も

高い効果が認められ,シラス･コンソイル区がこれにつぎ,砂利単用は0.45本であった｡

3.肥料は油粕施用が伸長,増笥ともに効果大きく,2年間1鉢当り40gm施用により幹長

伸長10.85cm,増筒は2.1本であった.

4.窒素成分に比べ燐酸成分の多い肥料施用は増筒より幹長伸長-の影響が認められた｡
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